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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡用識別コードと、少なくとも内視鏡鉗子孔の口径と有効長の情報を含む内視鏡情
報が対応付けて中央サーバにあらかじめ登録され、
　内視鏡処置具用識別コードと、少なくとも内視鏡処置具の鉗子径と有効長の情報を含む
内視鏡処置具情報が対応付けて中央サーバにあらかじめ登録されている内視鏡と内視鏡処
置具の適合判定方法において、
　内視鏡に付された前記内視鏡用識別コードと、内視鏡処置具に付された前記内視鏡処置
具用識別コードとが読み取られて入力されると、
　内視鏡管理システムが、
　前記内視鏡用識別コードから得られる前記内視鏡情報を中央サーバから読み出し、
　前記内視鏡処置具用識別コードから得られる前記内視鏡処置具情報を中央サーバから読
み出し、
　前記内視鏡情報と前記内視鏡処置具情報を比較して内視鏡と内視鏡処置具が適合するか
を前記内視鏡処置具を前記内視鏡に装着する前に判定することを特徴とする内視鏡と内視
鏡処置具の適合判定方法。
【請求項２】
　さらに、前記内視鏡情報には、
　内視鏡が洗浄済みか否かの情報を含むことを特徴とする請求項１記載の内視鏡と内視鏡
処置具の適合判定方法。
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【請求項３】
　さらに、前記内視鏡処置具情報には、
　内視鏡処置具が使い捨てか否か、または洗浄済みか否かの情報を含むことを特徴とする
請求項１または２記載の内視鏡と内視鏡処置具の適合判定方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡のスペックや保守点検などの各種情報を管理するとともに、適用可能
な付属品を判断する内視鏡管理システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡では、内視鏡本体１０に鉗子等の処置具（以下、付属品という）２０を挿通する
ための鉗子孔１５を設けたものがある。
　図１は、内視鏡本体１０の全体構成図である。図１に示す内視鏡本体１０は、手元操作
部１と、この手元操作部１に接続された挿入部２を有している。前記挿入部２は、軟性部
１１、湾曲部１２、及び先端硬質部１３から構成されており、前記湾曲部１２は、手元操
作部１に設けられた一対の湾曲操作用ノブ１４、１４を回動させることにより遠隔的に湾
曲操作され、これによって、先端硬質部１３が所望の方向に向けられる。
　なお挿入部２の内部には、鉗子チューブ、ＣＣＤの信号ケーブル、ライトガイド、送気
・送水チューブ等の複数の内容物が挿通され、先端硬質部１３の先端面には対物レンズ、
送気・送水ノズル、照明用レンズ、鉗子チャンネル等がそれぞれ所定の位置に設けられて
いる（図示せず）。
【０００３】
　図２は、内視鏡本体１０の鉗子孔１５の構造を示す部分断面図である。
　図１及び図２に示す内視鏡では、鉗子挿入口１５ａから付属品２０を挿入し、鉗子チュ
ーブ１５ｂを通って、先端硬質部１３の鉗子チャンネルから処置部２１を貫通させて使用
する。このような内視鏡では、患者や処置部位置に応じて適切な付属品２０を選択し、診
断・治療できるようになっている。
【０００４】
　図３は、鉗子孔１５に挿入して使用する付属品２０を示す図である。
　付属品２０は、鉗子チューブ１５ｂ内に配設される柄部２２と、鉗子チャンネルから外
方へ出して使用される処置部２１とから構成され、前記柄部２２は、挿入部２の軟性部１
１や湾曲部１２の動きに合わせて湾曲するように軟性をもつ部分（軟性部）と、処置具２
０が鉗子チューブ１５ｂ内を挿通しやすいようにある程度硬度をもつ部分（硬性部）とか
らなる。
【０００５】
　一般に、内視鏡本体１０の鉗子孔１５の内径（鉗子孔口径）は製造メーカーや機種等に
よって異なり、統一されていない。そして、鉗子孔１５の内径（鉗子孔口径）と付属品２
０の外径（鉗子径）が異なるなど、部品同士の組み合わせが不適合であると適切な処置が
行えないといった不具合があり、これら内視鏡本体１０と付属品２０とが適合するか否か
の判定を容易に行うことのできる管理方法が望まれている。
　そこで従来技術によれば、鉗子孔１５の内径（鉗子孔口径）に合った付属品２０を組み
合わせるため、内視鏡本体１０や付属品２０を色分けして鉗子孔の内径を区別したり、内
視鏡本体１０に鉗子孔の内径を表示する表示部（文字情報の表示）を設けたりする方法が
考えられている。（例えば、特許文献１を参照）
　しかしながら、鉗子孔１５の内径（鉗子孔口径）と付属品２０の外径（鉗子径）とが適
合しても、被検者の体内に挿入部２を挿入して使用する内視鏡では、挿入部２がフレキシ
ブルに湾曲するように構成されているため、前記挿入部の硬性部（若しくは軟性部）と付
属品２０の柄部２２の硬性部（若しくは軟性部）との長さが適合しないと、挿入部２のフ
レキシブル性を維持した状態で内視鏡を使用することができなかったり、鉗子孔１５に付
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属品２０を挿入することが困難だったりしていた。
　また、内視鏡本体１０と付属品２０とを組み合わせるにあたって、例えば電気安全性の
問題から使用不可な組み合わせもある。
　さらに患者の状態（狭窄）等によって、使用する内視鏡の挿入部２の外径を選択できる
ようにするため、挿入部２の外径を確認できようにすることも望まれている。また、医療
機器としての保守点検・寿命管理の必要性から製造年月日や製品寿命に関する情報が確認
できるようにしたり、未洗浄による再使用禁止情報を確認できたり、アレルギーに対する
考慮から内視鏡の材質等の情報を確認できるようにし、これらの多量の情報を取り違える
ことなくそれぞれ情報管理することが望まれているが、それらの情報全てを文字情報とし
て内視鏡本体１０などに表示することはスペース上不可能であり、色分けや文字情報の表
示による管理方法では多量の情報を管理することが不可能であった。
【０００６】
　一方、従来技術において、電子内視鏡とともに使用される内視鏡用プロセッサで、電子
内視鏡で取得した診察でデータや診察結果のデータを登録するだけでなく、利用状況等の
記録を行う電子内視鏡システムの利用状況記録方法が考えられている（例えば、特許文献
２を参照）。
　しなしながら上記の情報管理システムでは、内視鏡プロセッサに電子内視鏡をセットす
ることによってモニタ等に内視鏡情報を表示するように構築されているため、前記内視鏡
用プロセッサが配設されている診察室内でのみ、情報の管理が行われることとなる。つま
り使用直前まで内視鏡情報を確認することができず、また情報の管理を行うためだけに消
毒状態にある診察室内に器具等を持ち込むことは衛生管理的に問題があった。
【特許文献１】特開２００２－３２５７２６号公報
【特許文献２】特開２００２－３４５７２６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　この発明による内視鏡の管理システムでは、上記問題点を鑑み、内視鏡本体や付属品に
関する多量の情報を取り違えることなくそれぞれ情報管理し、かつ内視鏡本体と付属品と
の適合判断を容易に確認できる内視鏡管理システムを構築することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、内視鏡本体に識別コードＡを付し、前記識別コードＡのコード情報とこの識
別コードＡが付された内視鏡本体に関する情報を中央サーバに入力し、前記中央サーバに
おいて識別コード別に内視鏡情報を管理するとともに、付属品に識別コードＢを付し、前
記識別コードＢのコード情報とこの識別コードＢが付された付属品に関する情報を中央サ
ーバに入力し、前記中央サーバにおいて識別コード別に付属品情報を管理する内視鏡管理
システムであって、内視鏡本体に付した識別コードＡと付属品に付した識別コードＢの各
コード情報に基づいて内視鏡情報と付属品情報とを取得し、内視鏡本体と付属品の適合判
断を行う。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明の内視鏡管理システムによれば、個別のコード情報を有する識別コードＡを内視
鏡本体に付すとともに、個別のコード情報を有する識別コードＢを付属品に付し、中央サ
ーバにおいて識別コード別に内視鏡情報および付属品情報を管理するため、多量の情報を
取り違えることなくそれぞれ情報管理できるとともに、内視鏡本体と付属品の適合判断を
行うにあたって、内視鏡本体に付された識別コードＡと付属品に付された識別コードＢの
各コード情報に基づいて適合判断するため、容易に内視鏡本体と付属品との適合判断をす
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
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　図１は、内視鏡本体１０の全体構成図である。図１に示す内視鏡本体１０は、手元操作
部１と、この手元操作部１に接続された挿入部２を有している。前記挿入部２は、軟性部
１１、湾曲部１２、及び先端硬質部１３から構成されており、前記湾曲部１２は、手元操
作部１に設けられた一対の湾曲操作用ノブ１４、１４を回動させることにより遠隔的に湾
曲操作され、これによって、先端硬質部１３が所望の方向に向けられる。
　手元操作部１には、鉗子等の処置具２０が挿入される鉗子孔１５が設けられるとともに
、シャッターボタン１６、吸引ボタン１７、送気・送水ボタン１８が並設されている。ま
た、手元操作部１には、ＬＧ（ライトガイド）軟性部３を介してＬＧ（ライトガイド）コ
ネクタ４が連結されている。ＬＧコネクタ４には連結チューブ５を介して電気コネクタ６
が接続されている。
　図２は、内視鏡本体１０の鉗子孔１５の構造を示す部分断面図である。
　図１及び図２に示す内視鏡では、鉗子挿入口１５ａから付属品２０を挿入し、鉗子チュ
ーブ１５ｂを通って、先端硬質部１３の鉗子チャンネルから付属品先端（処置部）２１を
貫通させて使用する。
【００１１】
　図３は、鉗子孔１５に挿入して使用する付属品２０を示す図である。
　付属品２０は、鉗子チューブ１５ｂ内に配設される柄部２２と、鉗子チャンネルから外
方へ出される処置部２１とから構成され、前記柄部２２は、挿入部２の軟性部１１や湾曲
部１２の動きに合わせて湾曲するように軟性をもつ部分（軟性部）と、処置具２０が鉗子
チューブ１５ｂ内を挿通しやすいようにある程度硬度をもつ部分（硬性部）とからなる。
【００１２】
　この発明による内視鏡の管理システムでは、内視鏡本体１０に識別コードＡを付すとと
もに、付属品２０に識別コードＢを付し、この識別コードのコード情報と、識別コードが
付された内視鏡本体または付属品の情報を中央サーバに入力し、前記中央サーバで内視鏡
情報と付属品情報を識別コード別に管理する。
【００１３】
　図４に識別コードＡ，Ｂの例を示す。
　内視鏡本体１０や付属品２０に付す識別コードは、バーコードなどの光学式識別コード
を用いることが好ましい。
　例えば、内視鏡本体１０の一部にバーコードを印刷したり、バーコードを記したラベル
を貼付したり、あるいはバーコードを記したタグを内視鏡本体１０に装着したりすること
によって、バーコードからなる識別コードＡを内視鏡本体１０に付す。またバーコードを
記したタグを付属品２０に装着することによって、バーコードからなる識別コードＢを付
属品２０に付す。
　なお、内視鏡本体１０に識別コードＡ（例えばバーコード）を付すときは、挿入部２以
外の場所に付す。またバーコードリーダなどのコード読取装置でコード情報を読取り易い
場所に識別コードを付すことが好ましい。さらに、例えばケースの中に収納されている場
合であっても、ケースから取り出さなくても（収納されている状態で）コード情報を読取
れるような位置に識別コードを付すことが好ましい。
【００１４】
　図１に示す内視鏡本体１０では、手元操作部１の鉗子孔周辺やコネクタ４などに、バー
コードを印刷したり、バーコードラベルを貼付したりすることによって、内視鏡本体１０
に識別コードＡを付してある。
　また図３に示す付属品２０は、バーコードを記したタグを付着することによって、付属
品２０に識別コードＢを付してある。
【００１５】
　この発明による識別コードを用いた内視鏡管理システムについて、図５から図９のフロ
ーチャートを参照して説明する。
【００１６】
　本発明による内視鏡管理システムは、内視鏡情報や付属品情報などの各種情報を識別コ
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ード別に中央サーバに登録（入力）するステップと、前記識別コードのコード情報に基づ
いて、中央サーバに格納されている各種情報を管理し（情報更新や情報確認など）、識別
コードのコード情報に基づいて内視鏡本体と付属品との適合判断等を行うステップとから
なる。
【００１７】
　図５のフローチャートは、中央サーバで内視鏡情報や付属品情報などの各種情報を識別
コード別に管理する方法を説明するものである。
　この実施例では、まず内視鏡本体１０に識別コードＡを付すとともに（ステップＳ１）
、この識別コードＡのコード情報を中央サーバに入力する（ステップＳ２）。そして前記
コード情報の入力とともに、識別コードＡが付された内視鏡本体１０のスペック等の内視
鏡情報を中央サーバに入力して内視鏡の登録を行い（ステップＳ３）、中央サーバで内視
鏡情報を識別コード別に管理する（ステップＳ４）。
　すなわち、内視鏡本体１０に付した識別コードＡのコード情報の入力と、その内視鏡の
登録とによって、識別コード別に内視鏡情報を管理する。
　なお内視鏡本体１０に付す識別コードＡとして、内視鏡本体の機種名、鉗子孔口径（鉗
子孔１５の内径）、有効長（鉗子チューブ１５ｂの長さ）などの内視鏡本体のスペック情
報や、組み合わせ可能な付属品の種類の情報など、内視鏡情報の一部をコード情報として
含むものを用いることもできる。
【００１８】
　例えば１０台の内視鏡本体１０を管理するにあたって、各内視鏡本体１０にそれぞれ識
別コードＡ１～識別コードＡ１０を付すとともに、この各識別コードＡ１～Ａ１０のコー
ド情報をバーコードリーダなどの識別コード読取装置を用いて読取り、このコード情報を
中央サーバに入力する。
　識別コード別に内視鏡の登録を行うにあたって、識別コードＡが付された内視鏡本体１
０のメーカー名、機種名、シリアルナンバー、鉗子孔口径（鉗子孔１５の内径）、有効長
（鉗子チューブ１５ｂの長さ）、観察範囲、視野角、製造年月日、電気基板のロム情報、
製品寿命、組み合わせ可能な付属品の種類に関する情報、適用可能な薬剤の種類や洗浄方
法に関する情報などの内視鏡情報や、その登録年月日などの情報を、識別コード別に中央
サーバに入力（格納）する。これによって、中央サーバで識別コード別に内視鏡情報を管
理することができる。
【００１９】
　内視鏡本体のメーカー名や機種名、鉗子孔口径、有効長などの内視鏡本体のスペック情
報や、組み合わせ可能な付属品の種類に関する情報などの内視鏡情報をコード情報として
含む識別コードＡを用いた場合、コード情報の入力とともに内視鏡情報を中央サーバに入
力することができる。
　また、内視鏡情報をコード情報として含まない識別コードＡを用いた場合や、コード情
報に含まれていない内視鏡情報を入力したい場合は、識別コードＡのコード情報を中央サ
ーバに入力した後、例えばオペレータによる情報入力操作によって、各識別コードＡ１～
Ａ１０別に内視鏡情報を中央サーバに入力し、内視鏡の登録を行う。
　なお、中央サーバにおいて識別コード別に管理されている内視鏡情報は、例えばオペレ
ータによる情報入力操作によって情報更新することもできる。
【００２０】
　同様にして、付属品２０に識別コードＢを付すとともに（ステップＳ５）、この識別コ
ードＢのコード情報を中央サーバに入力する（ステップＳ６）。そして前記コード情報の
入力とともに、識別コードＢが付された付属品２０のスペック等の付属品情報を中央サー
バに入力して付属品の登録を行い（ステップＳ７）、中央サーバで識別コード別に付属品
情報を管理する（ステップＳ８）。
　すなわち、付属品２０に付した識別コードＢのコード情報の入力と、その付属品の登録
とによって、識別コード別に付属品情報を管理する。
　なお付属品２０に付す識別コードＢとして、付属品の種類、鉗子径（付属品の内径）、
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有効長（柄部２２の長さ）などの付属品のスペック情報や、組み合わせ可能な内視鏡本体
の種類の情報など、付属品情報の一部をコード情報として含むものを用いることもできる
。
【００２１】
　例えば１０台の付属品２０を管理するにあたって、各付属品２０にそれぞれ識別コード
Ｂ１～識別コードＢ１０を付すとともに、この各識別コードＢ１～Ｂ１０のコード情報を
バーコードリーダなどの識別コード読取装置を用いて読取り、このコード情報を中央サー
バに入力する。
　識別コード別に付属品を登録するにあたって、識別コードＢが付された付属品２０のメ
ーカー名、シリアルナンバー、処置具の種類、鉗子径（付属品の外径）、有効長（柄部２
２の長さ）、製品寿命、組み合わせ可能な内視鏡本体の種類に関する情報、適用可能な薬
剤の種類や洗浄方法に関する情報などの付属品情報や、その登録年月日などの情報を、識
別コード別に中央サーバに入力（格納）する。これによって、中央サーバで識別コード別
に付属品情報を管理することができる。
【００２２】
　付属品の種類、鉗子径、有効長などの付属品のスペック情報や、組み合わせ可能な内視
鏡本体に関する情報などの付属品情報をコード情報として含む識別コードＢを用いた場合
、コード情報の入力とともに付属品情報を中央サーバに入力することができる。
　また、付属品情報をコード情報として含まない識別コードＢを用いた場合や、コード情
報に含まれていない情報を入力したい場合は、識別コードＢのコード情報と中央サーバに
入力した後、例えばオペレータによる情報入力操作によって、各識別コードＢ１～Ｂ１０

別に付属品情報を中央サーバに入力し、付属品の登録を行う。
　なお、中央サーバにおいて識別コード別に管理されている付属品情報は、例えばオペレ
ータによる情報入力操作によって情報更新することもできる。
【００２３】
　さらに内視鏡本体１０や付属品２０だけでなく、内視鏡本体１０や付属品２０を洗浄す
るための洗浄機器や洗浄に使用する薬液の容器にも識別コードを付し、中央サーバにおい
て、各識別コードに基づいてそれぞれの情報を管理することが好ましい。
　この実施例では、内視鏡本体１０や付属品２０を洗浄する洗浄機器に識別コードＣを付
すとともに（ステップＳ９）、この識別コードＣのコード情報を中央サーバに入力する（
ステップＳ１０）。そして前記コード情報の入力とともに、識別コードＣが付された洗浄
機器の機種等の機器情報を中央サーバに入力して機器の登録を行い（ステップＳ１１）、
識別コード別に機器情報を管理する（ステップＳ１２）。
　また洗浄に使用する薬液の容器に識別コードＤを付すとともに（ステップＳ１３）、こ
の識別コードＤのコード情報を中央サーバに入力する（ステップＳ１４）。そして前記コ
ード情報の入力とともに、識別コードＤが付された容器内にある薬液の種類や使用有効期
限などの薬液情報を中央サーバに入力して薬液の登録を行い（ステップＳ１５）、識別コ
ード別に薬液情報を管理する（ステップＳ１６）。
【００２４】
　なお、その他の内視鏡の使用に関わるものにも識別コードを付し、中央サーバにおいて
識別コード別に情報管理することが好ましい。
　そして、識別コードのコード情報の入力と、前記識別コードを付した製品の登録を行う
ことによって、中央サーバで各種情報を識別コード別に管理する（ステップＳ１７）。
　なお中央サーバで管理されている各種情報は、例えばオペレータによる情報入力操作に
よって情報更新することもできる。
【００２５】
　図６のフローチャートは、中央サーバで管理している内視鏡情報を取得し、情報確認す
る方法を説明するものである。
　中央サーバに接続されている端末（コンピュータなど）のモニタ等に内視鏡情報を表示
して内視鏡情報を確認する場合、例えば、バーコードリーダなどの識別コード読取装置を
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用いて内視鏡本体１０に付されている識別コードＡのコード情報を読取り、このコード情
報を中央サーバに接続されている端末に入力する（ステップＬ１）。そして前記端末で、
入力したコード情報（識別コードＡ）に基づいて中央サーバ内の情報を照合し、識別コー
ド別に管理されている各種情報の中から、照合した識別コードに該当する内視鏡情報を取
得し（ステップＬ２）、この内視鏡情報を端末のモニタ等に表示する（ステップＬ３）。
　なお内視鏡本体１０に付す識別コードＡとして、内視鏡本体の機種名、鉗子孔口径（鉗
子孔１５の内径）、有効長（鉗子チューブ１５ｂの長さ）などの内視鏡本体のスペック情
報や、組み合わせ可能な付属品の種類の情報など、内視鏡情報の一部をコード情報として
含むものを用いた場合、バーコードリーダなどの識別コード読取装置を用いて内視鏡本体
１０に付されている識別コードＡのコード情報を読取り、コンピュータなどの端末に入力
することで、前記コード情報に含まれる内視鏡情報を取得し、端末のモニタ等に表示する
こともできる。
【００２６】
　図７のフローチャートは、中央サーバで識別コード別に管理している各種情報を用いて
内視鏡を管理する内視鏡管理システムの概要を示すものである。
　図７に示す内視鏡管理システムの実施例では、内視鏡情報や付属品情報などの各種情報
を識別コード別に情報管理している中央サーバに、診察情報管理端末１０１や、機器検査
情報管理端末１０２や、洗浄情報管理端末１０３や、適合判断端末１０４などの各種端末
（例えばコンピュータ）を接続し、中央サーバで識別コード別に管理されている各種情報
をもとに、内視鏡本体の診察情報や機器検査情報に関する情報の管理、内視鏡本体や付属
品の洗浄情報に関する情報の管理、内視鏡本体と付属品との適合判断を行う。
　なお図中の点線矢印は、情報（データ）の流れを表したものである。
【００２７】
　この実施例では、例えば診察情報を管理する診察情報管理端末１０１において、バーコ
ードリーダなどの識別コード読取装置を用いて内視鏡本体１０に付されている識別コード
Ａのコード情報を読取って入力し（ステップＬ１１）、その後、患者データ、担当ドクタ
ー名、診察日時などの診察データを診察管理端末に登録するとともに（ステップＬ１２）
、どのような患者に対して内視鏡を使用したかなどの使用履歴を診察結果として診察管理
端末に登録する（ステップＬ１３）。そして前記診察情報管理端末１０１では、識別コー
ドＡのコード情報とともに、前記診察データと診察結果を中央サーバに入力し、中央サー
バにおいて識別コード別に診察データと診察結果を管理する。つまり内視鏡の使用履歴な
どの情報を識別コードに基づいて検索できるように、中央サーバで情報管理をする。
【００２８】
　また、例えば機器検査情報管理端末１０２では、バーコードリーダなどの識別コード読
取装置を用いて内視鏡本体１０に付されている識別コードＡのコード情報を読取って、こ
のコード情報を端末１０２に入力した後（ステップＬ２１）、検査機器で内視鏡本体の気
密検査を行って、内視鏡本体の良・不良を検査する（ステップＬ２２）。そして前記端末
１０２は、前記検査結果（良・不良）を取得した後（ステップＬ２３）、識別コードＡの
コード情報とともに検査結果を中央サーバに入力する。なお前記機器検査情報管理端末１
０２では、内視鏡本体が不良と判断された場合には、警告表示を行う（ステップＬ２４）
。
　つまり、機器検査情報管理端末１０２は内視鏡の検査結果を、内視鏡本体１０に付され
た識別コードＡに基づいて中央サーバに入力し、内視鏡本体の良・不良などの情報を識別
コードに基づいて検索できるように、中央サーバで情報管理をする
【００２９】
　さらに、例えば洗浄情報管理端末１０３では、内視鏡本体１０または付属品２０を洗浄
するにあたって、バーコードリーダなどの識別コード読取装置を用いて内視鏡本体１０又
は付属品２０に付されている識別コードＡまたはＢのコード情報を読取り、このコード情
報を洗浄情報管理端末に入力し（ステップＬ３１）、そして前記端末１０３で、識別コー
ドのコード情報に基づいて中央サーバ内の各種情報を照合し、識別コード別に管理されて
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いる内視鏡情報または付属品情報の中から、バーコードリーダなどの識別コード読取装置
で読取った識別コードに該当する内視鏡情報または付属品情報を取得し、内視鏡本体や付
属品を適切に洗浄するための情報（適切な薬剤や洗浄手順など）を取得する（ステップＬ
３２）。そして洗浄情報管理端末１０３では、この洗浄情報にしたがって内視鏡本体や付
属品を洗浄し（ステップＬ３３）、その後、識別コードのコード情報とともに、洗浄記録
を中央サーバに入力する（ステップＬ３４）。
　つまり洗浄記録は、内視鏡本体１０や付属品２０に付された識別コードＡ，Ｂに基づい
て中央サーバに入力され、中央サーバにおいて識別コード別に情報管理される。
【００３０】
　また内視鏡本体１０と付属品２０との適合判断を行う場合、バーコードリーダなどの識
別コード読取装置を用いて内視鏡本体１０に付されている識別コードＡと、付属品２０に
付されている識別コードＢとを読取り、これら識別コードＡ及びＢのコード情報を適合判
断端末１０４に入力する（ステップＬ４１）。そして前記端末１０４では、入力された識
別コードＡ及びＢのコード情報に基づいて中央サーバ内の各種情報を照合し、識別コード
別に管理されている情報の中から、照合した識別コードに該当する内視鏡情報及び付属品
情報を取得する（ステップＬ４２）。
　そして前記内視鏡情報及び付属品情報に基づいて、内視鏡本体と付属品との組み合わせ
の適合判断を行い（ステップＬ４３）、不適合と判断された場合は警告表示をして使用不
可とし（ステップＬ４４）、適合と判断された場合は使用可とする（ステップＬ４５）。
【００３１】
　なお内視鏡本体１０に付した識別コードＡがコード情報として、組み合わせ可能な付属
品の種類の情報を含むとともに、付属品２０に付した識別コードＢがコード情報として、
組み合わせ可能な内視鏡の種類の情報を含む場合は、適合判断端末は中央サーバ内の情報
を照合・取得することなく、それぞれに付された識別コードＡ，Ｂのコード情報に基づい
て適合判断することもできる。
【００３２】
　次に、この発明の内視鏡管理システムによる洗浄方法について、図８のフローチャート
を参照して詳しく説明する。
　図８は内視鏡本体の洗浄方法を説明するものであって、この実施例では中央サーバで識
別コード別に管理されている各種情報に基づいて内視鏡本体を洗浄する。なお図中の点線
矢印は情報（データ）の流れを表すものである。
【００３３】
　内視鏡本体１０を洗浄するにあたって、洗浄すべき内視鏡本体１０に付された識別コー
ドＡのコード情報を読取り、このコード情報を洗浄情報管理端末に入力するとともに（ス
テップＮ１）、洗浄情報管理端末は入力されたコード情報に基づいて中央サーバ内の情報
を照合し、中央サーバで管理している各種情報の中から、当該内視鏡本体１０の内視鏡情
報を取得する（ステップＮ２）。
　また洗浄機器に付された識別コードＣを読取り、このコード情報を洗浄情報管理端末に
入力するとともに（ステップＮ３）、洗浄情報管理端末は入力されたコード情報に基づい
て中央サーバ内の情報を照合し、中央サーバで管理している各種情報の中から、当該洗浄
機器の機器情報を取得する（ステップＮ４）。つまり洗浄情報管理端末において、入力さ
れた識別コードをもとに内視鏡情報と機器情報とを取得する。
【００３４】
　そして洗浄情報管理端末では、取得した内視鏡情報と機器情報に基づいて、機器と内視
鏡本体との判定を行い（ステップＮ５）、内視鏡本体１０の洗浄に不適切な洗浄機器が選
択されている場合や、中央サーバで管理されている内視鏡情報（機器検査情報管理端末か
ら中央サーバに入力された検査結果）に基づいて内視鏡本体が不良であるとされた場合は
、不適であると判定し（ＮＧ）、警告表示するとともに（ステップＮ１６）、洗浄作業を
中止するよう指示する。
　なお内視鏡本体１０の洗浄に適切な洗浄機器が選択され、かつ機器検査端末で検査結果
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が良品であるとされた内視鏡本体１０である場合は、適正と判定し（ＧＯＯＤ）、次のス
テップに進む。
【００３５】
　次のステップでは、洗浄に使用する薬液を選択し（ステップＮ６）、選択した薬液の容
器に付された識別コードＤのコード情報を読取り、このコード情報を洗浄情報管理端末に
入力するとともに（ステップＮ７）、洗浄情報管理端末は入力されたコード情報に基づい
て中央サーバ内の情報を照合し、中央サーバで管理している各種情報の中から、当該薬液
の薬液情報を取得する（ステップＮ８）。そして洗浄情報管理端末では、この薬液情報と
、先に取得した内視鏡情報（ステップＮ２）とに基づいて薬液の判定を行う（ステップＮ
９）。
【００３６】
　薬液の判定では、薬液情報から使用期限等の適性を判定したり、薬液情報と内視鏡情報
とから選択した薬液の内視鏡洗浄適性（薬液と内視鏡との一致・不一致）を判定し、いず
れかが不適である場合は、不適であると判定し（ＮＧ）、警告表示するとともに（ステッ
プＮ１６）、再度薬液の選択を行う（ステップＮ６に戻る）。なお内視鏡洗浄適性では、
薬液が弱すぎて消毒・滅菌不十分な場合や、薬液が強すぎで内視鏡が壊れてしまう場合も
不適であると判定する。
　なお薬液判定が適正であると判定された場合（ＧＯＯＤ）は、次のステップに進む。
【００３７】
　次のステップでは、洗浄の手順を選択して洗浄情報管理端末に入力し（ステップＮ１０
）、洗浄情報管理端末では入力された洗浄の手順と、先に取得した内視鏡情報（ステップ
Ｎ２）とに基づいて洗浄手順の判定を行う（ステップＮ１１）。
　手順の判定で不適であると判定された場合（ＮＧ）は、警告表示するとともに（ステッ
プＮ１６）、再度手順の選択を行う（ステップＮ１０に戻る）。
　手順の判定で適正であると判定された場合（ＧＯＯＤ）は、次のステップに進み、洗浄
機器で内視鏡本体を洗浄する（ステップＮ１２）
【００３８】
　洗浄後、消毒・滅菌の判定を行い（ステップＮ１３）、消毒や滅菌が不十分である場合
は不適と判定し（ＮＧ）、再度洗浄を行う（ステップＮ１２に戻る）。また消毒や滅菌が
十分である場合は、適正と判定し（ＧＯＯＤ）、洗浄を終了する（ステップＮ１４）。
　洗浄終了後、洗浄情報管理端末は、内視鏡本体に付された識別コードＡのコード情報に
基づいて、洗浄記録を中央サーバに登録（入力）する（ステップＮ１５）。
【００３９】
　つまり、それぞれの製品に付した識別コードのコード情報に基づいて、中央サーバから
各種情報を取得し、内視鏡本体を適正に洗浄するとともに、その洗浄記録を内視鏡本体に
付した識別コードＡに基づいて中央サーバに入力することで、内視鏡本体の洗浄記録を識
別コード別に管理する。
【００４０】
　続いて、この発明の内視鏡管理システムによる適合判断方法について、図９のフローチ
ャートを参照して詳しく説明する。
　図９は内視鏡本体と付属品との適合判断方法を説明するものであって、この実施例では
中央サーバで識別コード別に管理されている各種情報に基づいて内視鏡本体と付属品との
組み合わせの適合性を判断する。なお図中の点線矢印は情報（データ）の流れを表すもの
である。
【００４１】
　この発明による内視鏡管理システムでは、内視鏡本体１０と付属品２０との組み合わせ
の適合判断を行う場合、内視鏡本体１０に付された識別コードＡのコード情報を識別コー
ド読取装置で読取り（ステップＭ１）、このコード情報を適合判断端末に入力する。そし
てコード情報が入力された前記端末は、コード情報をもとに中央サーバの情報を照合し、
識別コード別に管理されている各種情報の中から前記コード情報に該当する内視鏡情報を
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取得する（ステップＭ２）。
　中央サーバから取得した内視鏡情報に基づいて、内視鏡本体が良品であるか（故障はな
いか）や、洗浄済みであるかの判定を行い、内視鏡本体の使用適性を判断する。
【００４２】
　この実施例では、まず中央サーバから取得した内視鏡情報に基づいて、内視鏡が不良品
であるか判定する（ステップＭ３）。例えば、中央サーバで管理されている内視鏡情報（
機器検査情報管理端末から中央サーバに入力された検査結果）に基づいて内視鏡本体が不
良品であると判定された場合（ＹＥＳ）は、警告表示をし（ステップＭ５）、使用不可と
する。
【００４３】
　また不良品でない場合（ＮＯ）は、続いて内視鏡が洗浄済であるかを判定する（ステッ
プＭ４）。例えば、中央サーバで管理されている内視鏡情報（洗浄情報管理端末から中央
サーバに入力された洗浄記録）に基づいて内視鏡本体が、使用後に未洗浄であると判定さ
れた場合（ＮＯ）は、警告表示をし（ステップＭ５）、使用不可とする。
【００４４】
　そして、不良品でないと判定（ＮＯ）され、かつ洗浄済と判定（ＹＥＳ）された場合は
、内視鏡本体の使用適性が良好であると判断し、続いて付属品との適合判定を行う（ステ
ップＭ１２に進む）。
【００４５】
　一方、付属品２０に付された識別コードＢのコード情報を識別コード読取装置で読取り
（ステップＭ６）、このコード情報を適合判断端末に入力する。そしてコード情報が入力
された前記端末は、コード情報をもとに中央サーバの情報を照合し、識別コード別に管理
されている各種情報の中から前記コード情報に該当する付属品情報を取得する（ステップ
Ｍ７）。
　そして中央サーバから取得した付属品情報に基づいて、付属品がディスポ製品であるか
や、洗浄済みであるかの判定を行い、付属品の使用適性を判断する。
【００４６】
　この実施例では、まず付属品２０がディスポ（使い捨て）製品であるかを判定し（ステ
ップＭ８）、ディスポ製品であると判定された場合（ＹＥＳ）は、続いて初回の使用かを
判定し（ステップＭ９）、初回の使用でない場合（ＮＯ）は、警告表示をし（ステップ１
１）、使用不可とする。
　またディスポ製品で、かつ初回の使用であると判定された場合（ＹＥＳ）は、付属品の
使用適性が良好であると判断し、続いて内視鏡との適合判定を行う（ステップＭ１２に進
む）。
【００４７】
　さらに、付属品２０がディスポ（使い捨て）製品であるかを判定し（ステップＭ８）、
ディスポ製品でないと判定された場合（ＮＯ）は、続いて洗浄済かを判定し（ステップＭ
１０）、未洗浄と判定された場合（ＮＯ）は、警告表示をし（ステップ１１）、使用不可
とする。また洗浄済と判定された場合（ＹＥＳ）は、付属品の使用適性が良好であると判
断し、続いて内視鏡本体との適合判断を行う（ステップＭ１２に進む）。
【００４８】
　適合判断では、内視鏡本体に付された識別コードＡのコード情報をもとに取得した内視
鏡情報と、付属品本体に付された識別コードＢのコード情報をもとに取得した付属品情報
とによって、内視鏡本体と付属品との組み合わせの適性・不適正を判断する（ステップＭ
１２）。
　そして不適合と判定された場合は、警告表示をし（ステップＭ１３）、使用不可とする
。また適合と判定された場合は、内視鏡本体の使用適性および付属品の使用適性が良好で
、かつそれらの組み合わせも適合すると判断し、使用可であると判断する（ステップＭ１
４）。
【００４９】
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　この発明による内視鏡管理システムでは、内視鏡本体１０に付した識別コードＡのコー
ド情報をもとに内視鏡情報の登録・更新（内視鏡本体のスペック情報の入力や、使用履歴
に関わる情報の入力や、機器検査結果や洗浄記録などの情報の入力）がされ、中央サーバ
において識別コード別に内視鏡情報を管理するとともに、付属品２０に付した識別コード
Ｂのコード情報をもとに付属品情報の登録・更新（付属品のスペック情報の入力や、使用
履歴に関わる情報の入力や、機器検査結果や洗浄記録などの情報の入力）がされ、中央サ
ーバにおいて識別コード別に付属品情報を管理する。そして各端末において内視鏡情報や
付属品情報を取得する場合は、内視鏡本体に付された識別コードＡのコード情報や、付属
品に付された識別コードＢのコード情報をもとに、中央サーバで管理している各種情報の
中から該当情報を取得する。これによって、識別コードのコード情報に基づいて多量の情
報を管理することができる。
【００５０】
　つまり機器検査情報管理端末や洗浄情報管理端末などから、検査結果や洗浄記録などの
情報が逐次中央サーバに入力され、各種情報が識別コード別に管理されているとともに、
適合判断にあたって、前記情報（逐次入力され更新されている情報）を取得して、判定を
行うため、内視鏡の使用にあたって適正な判断をすることができる。
　また情報を取得するにあたって、内視鏡本体や付属品に付された識別コードのコード情
報をもとに取得するため情報の取り違えがない。
【００５１】
　さらにバーコードなどの光学式識別コードを用いた場合、多量の情報をコード情報とし
て含ませることができるとともに、内視鏡本体１０や付属品２０への識別コードの添付が
容易である。またパーコードリーダなどの識別コード読取装置を使用することによって、
容易に識別コードのコード情報を取得することができるため、取り扱いが容易である。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】この発明の実施例による内視鏡本体の全体構成図である。
【図２】この発明の実施例におる内視鏡本体の部分断面図である。
【図３】この発明の実施例による付属品を示す図である。
【図４】この発明の実施例による識別コードを示す図である。
【図５】この発明の内視鏡管理システムを説明するフローチャート１。
【図６】この発明の内視鏡管理システムを説明するフローチャート２。
【図７】この発明の内視鏡管理システムを説明するフローチャート３。
【図８】内視鏡本体の洗浄方法を説明するフローチャート。
【図９】内視鏡本体と付属品の適合判断方法を説明するフローチャート。
【符号の説明】
【００５３】
　１　　手元操作部
　２　　挿入部
　４　　コネクタ
　１０　内視鏡本体
　１５　挿入孔
　２０　付属品
　２１　処置部
　２２　柄部
　Ａ　　識別コードＡ
　Ｂ　　識別コードＢ
　１０１　診察情報管理端末
　１０２　機器検査情報管理端末
　１０３　洗浄情報管理端末
　１０４　適合判断端末
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